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として、散布領域と非散布領域の認識のために、4Kカメラを搭載したUAV（DJI Phantom 3 Pro）によっ
て、5 mと 15 mの高度から画像データ取得を行い、MSM機械学習システムにもとづく自己学習を行った。
オフライン認識システムでは、得られた圃場や果樹園のデータセットを用いた自己学習によって、MSM の
有効性が示されるとともに、散布領域と非散布領域の認識では、圃場と果樹園に対してそれぞれ 70％、77％









FAST and Rotated Brief（以下「ORB」）と Speeded-up Robust Features（以下「SURF」）による特徴抽
出が用いられた。Python2.7®と OpenCV®を用いて、ORBと SURFによる複数の熱画像のモザイクの性能













送物流のための UAVと EPVの位置調整機能に対して、大きく貢献できることが示された。 
 
審   査   の   要   旨 
本研究は、UAV のローカルナビゲーションによる農薬散布や肥料散布のリアルタイム適用に向けた散布領
域と非散布領域の特徴認識のための MSM ベースの機械学習システム、土壌水分量推定のための熱画像処理、
EPV と協調した UAV ベースのローカルナビゲーションについて、開発のための重要な学術的指針を与えた。
以上から、本論文は、高い学術的価値を有し、博士論文としてふさわしい内容であると判断される。 
 平成 31年 2月 7日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物資源工学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
 
